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教科科目複合型総合試験の問題内容分所

倉元直樹＊
榔井晴夫紳

要　’約

　本稿は，平成呂～⑳年度r大学の各専門分野への適性の評価を目的とする総合試験の
あり方に関する共同研究」の一部として作成された教科科目複合型問題の内容を統計的
資料に基づいて分析したものである。総合問題の研究は，従来の視点とは違った新しい

テストの開発研究である。したがって，個々の設問について統計的資料に基づく分析を
行うことは特に重要な課題である。本研究では，26名の作題者が異なる科目の組合せで
旦3組のペアを作り，2つの科目内容を複合させた共通試験向きの形式による総合試験試
行問題を作成した。文系複合型のペアが2組，理系複合型が2組，文理複合型が夢組で
ある。分析対象となったのは，作成された問題を用いて構成されたr髄セヅト（大問多
問）」，rB2セヅト（大問皇0問）」と呼ばれる2つのテスト冊子を用いたモニター調査の

データである。2つのテストそれぞれに，大問単位と小問単位の分析を行った。大問単
位では得点率，無解答率，解答所要時問，合計得点との相関を調べ，小問単位では正答
率，高校の科目の履修経験との相関，因子分析による設問の分類に基づいて検討を加え
た。B且セヅトではr英語一物理」という組合せの第6問に様々な点で大きな文理差が見
られた。また，B2セヅトは，勝セットと比較すると文系が理系より正答率のよい設問
も見られた。以上の分析の結果，

　夏．総合問題の作成においては，設問の内容的なバランスが難しく，かつ，重要であ
　　　る。

　2、現在の高校生の細分化された学習状況がテスト結果に反映されていた。
という知見が得られた。複数の問題作成者による協力関係についての研究が，今後の重

要な課題の1つである。

キーワード農総合試験，共通試験

嗜　はじめに

　本稿は，平成8～欝（互磐6～且磐8）年度「大

学の各専門分野への適性の評価を目的とする総

合試験のあり方に関する共同研究」（以後，「総

合試験プロジェクト」と略記する。）の一部と

して作成された教科科目複合型問題の設問内容

を統計的資料に基づいて分析したものである。

総合試験プロジェクトはテーマをいくつかのサ

ブプロジェクトに分割して研究が遂行された

が，本稿が分析対象とするのは共通試験への利

用を念頭1とおいた教科科目複合型総合試験サブ

プロジェクトのモニター調査部分である夏。
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　昨今，教育改革の流れの中で，大学入試への

利用を目的とした総合問題・総合試験の研究は

且っの重要課題として位置付けられている（中

央教育審議会，豆勢璽）。一方，現実に大学入試

として行われている，総合試験という名の下で

実施されている試験の内容や目的は多様である

が，内容的には「教科科目フリー型」，「教科科

目複合型」の2タイプに分類可能である（大学

入試センター，勝艦）。共通試験的な利用を念

頭においた場合，どちらの形式がより適切かと

いう点で，議論が分かれるかもしれないが，現

在の大学入試センター試験が科目毎の学力試験

であることを考慮し，そこからの自然な拡張の

上に総合試験を考えるならば，教科科目複合型

試験形式がより現実的と言えるであろう。

　以上のような議論をふまえ，研究プロジェク

ト2年目の平成ウ（且勢7）年度から教科科目複

合型サブプロジェクトが行われた。同サブプロ

ジーエクトでは，26名の作題者が異なる科目の組

合せからなる盈3組のペアを構成し，作題を担
当した。

　従来の教科・科目別のテストとは異なった観

点から作成されたテストであるため，その構成

を丹念に調べることは大切である。したがっ

て，本稿では，個々の設問について統計的な資

料を元にして詳細に分析する。

　本稿で分析対象とするのは，大学生を対象と

したモニター調査を行ってデ～タを収集した

rB盈セット（大問多問）」，「B2セヅト（大問

瞼問〉」と呼ばれる2つのテスト冊子の問題で

ある。それらは，平成睡年3月，および，同年

9～恥月に行われた2回のモニター調査におい

て，それぞれrテストB」として実施された。

本稿では，平（亙撃勢）にならい，前者をrテス

ト醐」，後者を「テストB2jと呼ぶこととす

る。なお，本研究の必要性の背景要因となる最

近の教育環境の問題については倉元（2⑪Oのを

参照していただきたい。研究目的や研究内容の

詳細は研究プロジェクトの最終報告書（平，

診勢）を，また，問題の内容については最終報

告書別冊の問題集（大学入試センター研究開発

部，且9勢）を参照していただきたい。

2分析資料

　本稿では，モニター調査の結果から得られた

統計的な資料の轟部を用いて，分析対象とする

全ての問題に対して同一の視点から分析を行

う。本稿における分析の単位，用いる統計資料

とその結果の解釈は以下の通りである。

2．嘱　大問の分析

　作題の単位であった大問ごとに，その統計的

性質を検討する。

2．唱．唱　得点率

　問題の難易度の指標であり，値が大きいほ

ど，易しい問題であったと言える。本研究で

は，問題の内容に関わらず，各小問に対して正

答ならば識点，誤答ならば◎点として採点を

行っており，その単純合計を合計得点としてい

る。大問の得点率は小問毎の正答率の平均と一

致する。

2。嘱．2　合計得点との相関係数

　この指標は，通常は，学力（成績，テスト結

果）の識別性の指標であり，各大問の合計得点

に対する寄与に関するおおよその目安とみなす

ことができる。大問ごとに含まれる小問数にぱ

らっきがあり，結果的に合計得点への寄与に影

響するため，各大問の配点を等しくした場合の

数値についても併せて示すこととした。

　項目分析的観点からは，この指標で得られた

値が不十分な場合，通常，統計的観点から識別

力が不足した不適切な問題として排除される。

しかしながら，本研究で作成した2つのテスト

冊子は，結果的に多次元的な構造が示唆されて

おり，単純にこの指標のみによって問題項目の

良し悪しを議論することはできない。むしろ，

この指標は他の問題とどの程度傾向が類似して

いたかを推し量るためのものと言える。

　以上の2つは成績データから得られた資料に

基づく分析である。
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2。餐．3　無解警率

　問題用紙巻末のアンケート（豆）でr全く手を

つけなかった問題」とされていた割合である。

被験者が大問に手をっけなかった主な原因とし

ては，解答時間が足りなかった，問題内容が全

く理解できなかった，という2通りが考えられ

る。本研究のモニター調査においては，解答時

間の長さは全体として充分だった（平，豆磐攣）

ので，無解答の主原因は後者とみなしてよいで

あろう。

2．穣．4　解答所要時闇

　問題用紙巻末のアンケート（4）で「解答に

要したおよその時間」として記入されていた値

の平均値。ただし，無解答の被験者を除く。

　以上の2っは問題用紙巻末のアンケートから

得られた資料に基づく分析である。

ぴ，受験勉強等の経験にっいてとの関連を分析

する。点双列相関係数を用いて母相関の仮説検

定を行ったとき，履修経験の豊富さと小問の正

誤とに5％水準で有意な正の相関が見られる科

目をピヅクアヅプして示すこととした。なお，

科目相互の履修経験は独立ではなく，例えば，

r物理の履修経験が豊富な者は，微分・積分の

履修経験は豊富だが生物の履修経験が少ない」

といったような複雑な相関関係がある。した

がって，履修経験との相関が有意であった場合

でも内容的に意味のある関係があるとは限らな、

い。また，負の相関については，r当該科目の

履修経験が豊富な方が，成績が悪い」という解

釈は不自然であり，各科目の履修経験の相関関

係による多重共線性に影響されたと考えられる

ので，本稿では取り上げなかった。なお，履修

経験の得点化の方法については，平（診囎）を

参照していただきたい。

2、2．3　國子分析結果

2、唱．5　解答所要時間と成績との相関

　解答所要時間の長さがどの程度成績に反映さ

れていたのかを分析する。成績データとアン

ケート結果とをマヅチングさせた資料に基づく。

2．2　小問の分析

　一つ一つの小問についてより細かく統計的な

性質を分析し，大問に関する分析結果を補足す

る。分析に用いる統計資料は以下の通りである。

2。2。唱　正答率

問題の難易度の指標である。値が大きいほ

ど，易しい問題であったと言える。

2．2．2　履修経験との闘連

　テスト騰，B2に含まれるそれぞれ紛の小問

について，主因子法一バリマヅクス回転による

因子分析を行い，それぞれ4因子抽出し，その

結果を表且，表2に示した2。この表皇，2はテ

スト髄，B2に含まれる当該項目が，どの因子に

分類されているかを示したものである。数値が

イタリヅク体で示されている場合，当該因子に

分類されたことを意味する。倉元（欝翻），お

よび，平（且勢撃）では，テスト髄の第豆因子

（雛）が「数学・物理・化学系」，第2因子

（般）がr時差」，第3因子（f3〉がr生命・

人文・社会系」，第4因子（鍋）が「生物・地

学・化学系」，、テストB2の第且因子（熱）が

「数学・物理・化学系」，第2因子（鎗）が

「国語・一般教養系」，第3因子（盤）が「英

語・歴史系」，第4因子（盤）がr生態系生化

学」と命名されている。

　当該の小問がどのような科目の学力と関連が

あるか，おおよその目安となる。当該の小問の

正誤と，「履修経験に関するアンケート」に

よって調査した高校時代の科目履修経験，およ
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表噸　探索的因子分析の結果（テストB丑）

設閤番号『内容』 f．罰　　ず．2　　f．3　　f．毒

第6問問旺塵刀「加速度」　　　　農灘

第6問問旺4司「張力」　　　　　戯躍

第6問問1［4司「訟一トン第3法則」　農甜

第6問問1〔4司ヒゴトン第3法則」　α翻

第6間問旺4引「摩擦と抵抗」　　　覗即

第6闇闇旺43］「摩擦と抵蜘　　　α触

第4問問4（豆〉r落下運動（速度力　　農67

第4問開4⑦r落下運動（加速度〉」我灘

第3問問3「仕事」

第7闇間41鋼「金利計算」

第7問問4［5司「金利計算」

第3問問4「仕事率」

第4間問3「人工衛星の周期」

第5問間9「アンモゴ性窒素」

第5問間6胸ノ輝タン」

第6問問2「英文読解」

第4問間2「比例関係の現象」

第7問問4154］「金利計算」

第7聞問4153】「金利計算」

第7闘問6「飛行中の時刻」

第5問問7「塩素の性質」

第7問問5［5襲6司ヂ時差計算」

第7問問5［57噸剖「時差計算」

第7問問5［6騰4］「時差計算」

第7問闇5［65略硯「時差計算」

第9問問5r古文内容読解」

第4闇問取イ）r漢宇の読み」

第2問問5「’し舶の化学変化」

第9間問2「古文適語補充」

第3問問2「古代ロ　q

第4問問1（オ〉r漢字の読み」

第4間問取工》r漢字の読み」

第9間問取c》「古文語意」

第2問問6「哲学者名」

第2間問聡「拒絶反応」

第4問問1⑰r漢宇の読み」

第1問問4「死生観の著作」

第1問間2「ノ嚇ンス」

第2闇闇H「人間観」

鯉
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一（》．o互　《）．04　－o．08

（》。（躍　　0．05　　0、05

－o．o互　一一◎．《）3　　（）．豆2

⑪．丑3　　0．旦9　一《）．丑3

0．丑4　　◎．貯　一⑪．（瞳

O．五4　　　0．2（》　一〇．（》農
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解
鴛
翻
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農
盆
覗
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o．o互　o．鱈

《）．02　⑪．踊

o．踊　　o．02

－0．0（）　O．（）O

O．07　　－O．03

G．o◎　o．01
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0．翻　一〇．03

0．《）7　0．03

0．05　0．03

o．09

0．縫

o．oo

O、玉0

◎．13

0．腫

o．且o

o．難

皿躍　　o．09

覗36　0．u

α36　0．28

α31　0．⑪2

娩26　⑪．Ol

農％　　o．07

農26　⑪．06

農雁　　o。縫

農2望一〇．03

戯22　《）．O毬

産22　0．O◎

覗21　0．且O

駐2／　o．07

α即　　o，13

設闇番号『内容』

第9問問1㈲「古文語意」

第2問問3「生物の分類」

第7問問3「日銀の役割」

第7問問2「円高」

第8問問6「年代特定」

第8問問7「化石の生成」

第8問間丑⑪「生物岩」

第9問問4「動物行動」

第8問問8「先加プ墾ア時代」

第8問問3「化石の種類」

第8問問9「発電」

第2問問8「中枢機能の部位」

第8問問踊「英文読解」

第5問問1「細菌研究史」

第5問問3晒大公害」

第2問闇9「大脳の機能」

第5問問5「界面活性剤」

第8間問4「岩石の種蜘

第9問問3「コネ隣㌧の種類」

第4問問5「文章理解」

第4闘問6r内容要約」

第2問問静「臓器移植法」

第3問問5「産業革命」

第4問問1（ア》「漢字の読み」

第2問問2「公平観

第1間問1rぷス事j

第2問問13ド生態系と人間」

第5間問4「昭和粥年」

第2間問1「ギリシャ哲学」

第5問問2「高度経済成長期」

第2問問7「デカルト哲学」

第5問問8「沈殿・ろ過」，

第1問問3「原始キリスト教」

第8問問2「地質時代」

第7問間1げラザ合意の地」

第2問間4「心拍の機構」

第3問問1「騎馬戦術」

第8問間1「人類の誕生」

第8問問5「地下資源」

チ．悪　　苧，2　　苧．3　　f．轟

一〇．（）5　0．O霧　覗即　　O．丑互

o．06　0．（纏　　α！費　o．服

』（）．03　－O．OO　α！ρ　0．（）丑

（）．H　　O．io　　覗ノ7　0．03

（》．互5　　一（）．（）3　　　0．26　　　α46夢

《）．《）7　　　（》．亘（）　一⑪．02　　　晩37

－O．05　－O。（》亘　　⑪．08　　農36

｛）．健　　0．07　0．亙7　　農36

0．02　　　0．01　　－O．03　　　戯2璽

O．05　　0．08　　0．豆（）　農雄

（）．27　　　（》．（》盛　　　（）．25　　　農2ぽ

一〇．00　　0。丑O　　O．（）6　　疏2霧

o．02　一（》．（）6　－o．（》4　　凌26
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表2　探索的因子分析の結果（テストB2〉

設闇番号『内容』

第7問問2㊨「重力加遠度」

第7問問2⑳「重力加速度」

第7問問2（e〉「重力加速度」

第3問問4「質量と麹瞬㌧」

第3問問1「ウランの原子核」

第5問問3（農》r化学反応式」

第8問闇3r微分方程式」

第4問問5「圧力」

第6問問3②「組分けの確率」

第6問間3（3汀組分けの確率」

第5問問3（瞬「炭醐帥弘」

第3問問5「核反応」

第5問問5「フ似とオゾン層」

第5問問4【421「温室効果ガス」

第2問問1㈲「黒曜石の成分」

第4間問4「真空圧」

第6問問4「条件適合」

第5問間4幽〕「糧室効果ガス」

第8問問丑嘱別流量グラフ」

第恥問問2㈲「古文語意」

第韓問問5r動物行動工

第⑳間問3r古文適語補充」

第4問問1《ゆr漢宇の読み」

第4問問駁のr漢字の読み」

第9問問3「文章理解」

第齢問問2（c》「古文語意」

第5間問6「生物濃i縮」

第4問問！⑳r漢宇の読み」

第9問問2「文中空所補充」

第4問問笠⇔r漢字の読み」

第4聞問6「文中適語補充」

第丑問問取イ》「美術史」

第4問問取赫r漢宇の読み」

第9問問5「文章理解」

第！問問1（ア》「美術史」

第4問問3（c》「語意」

デ，電　　苧．2　　f．3　　苧。毒

農研一〇．H

農56－o．碗

農54　0．艦

亟斑　一〇．醜

農45　－o．03

農露　　o．亘o

農擢　　o．06

農36　－o．豆旦

農35　◎．互o

疏35　α総

農33－0．O豆

農2蜜　◎．◎o

農灘　　◎．囎

農灘　　o．09

農2甥　o．翻

農灘　　◎．02

農2望　0．聾

農2霞　◎．罵

農即　　o．互2

5
3
7
0
3
3
3
◎
7
．
3
3
2
6
1
3
2
亙

O
O
O
丑
O
O
O
O
O
O
豆
2
0
旦
O
◎
1

0
◎
◎
⑪
0
0
◎
◎
0
◎
◎
0
、
0
、
◎
O
O
◎

［
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
』

第7問問2（c》「英文歴史年数補充」0．蔦

第7問問1（⇒「英文適語補充」　　◎．鱈

第7間問3「英文解釈j　　　　　O．29

第3問問3「核兵器開発」　　　　0，翻

一〇．08　0．◎2

0．⑪5　0．（》3

－o．覗　略．紛

o．．縫　　◎．樋

一〇．o亘　一〇。02

－o．亘o　o．20

0．丑g　o．豆◎

一〇、幌　一〇．⑪旦

《）．24　0．12

0。露　　o．（）8

0。（）7　－O．02

⑪．oo　o．15

0．02　　　《》。22

0．丑2　　0．（）6

1）。B　　o．05

0．縫　　◎．03

0．併　一〇．07

◎．◎2　0．06

0、豊2　一◎．05

農51　1）．縫　一◎．総

我46　◎．鯉：　o．o◎

疏露　　《）。◎且　o。◎3

疏蟹　一〇。02：一◎．09

疏3望　一1）。05　◎．◎3

疏33　｛1．◎9　一《）．H

既32　1｝．09　0．05

農31　　⑪．豆5　　　《）』29

覗2霧　　　《）．2《）　　『（）。（）2

娩27　　0．《》丑　　（》．《》6

疏25　0。盟　一（）．◎3

幽25　0．縫　　⑪．◎亘

疏2響　o。豆3　0．06

疏23　（）．oo　o．紛

幽21　◎．総　一〇．03

α卿　 O二〇3　0．縫

醗1θ一〇．o且　一〇．03

◎。縫

o．聾

o．夏6

◎。丑8

農5／　O．03

農37－o．鍵

農36　－o．05

農35　0．07

設闇番号r内容』 ヂ．璽　　　苧．2　　　苧．3‘　　ヂ．罐，

第7問闇2紛「人物名（英語》補充」0．22

第6問問i「地図中の国名」

第蓋問問2「近代3噌ゲ史」

第7問問1（ア1「英文適語補充」

第2問問6「砂鉄の産地」

第7問問取イ》「英文適語塗統」

第3問問6歴史上の悲劇」

第豆問問3「デゴ泊

第9問問取ア》「英文空所補充」

第且問問1紛「美術史」

第2問問3（文〉「室町時代」

第5問聞班36］「生態系生化学」

第5問問旺37］「生態系生化学」

第5問問夏3口「生態系生化学」

　　　o．09　農躍　　o．豆9

0．夏6　　　《》．081　　疏31　一《）．O豆

一《）．0（》　　⑪．07　　　虚2夢　一〇．09

0．U　O．玉2　農27一⑳与

一〇．03　0．o丑　農2獲　一〇．09

《）．亙霧　　　《）．丑2　　‘6臥乏診　 一〇。（》3

0．03　0．（）8　疏灘　　o。聾

一《｝．（）2　　《）．15　　　盆2ノ　　ー0．丑2

－o．縫　‘o．H　　α卿　　o．03

0．02　一◎．o豆　α1θ　o．06

⑪．（）豆　一〇．0丑　慶1謬　O．⑪7

o．（）6　－o．03　0．07　疏56

0．2⑪　o．聾　　o．09　幽47

0．00　0．06　一（）．09　疏21

第7問問2（帥「英語物理用語補充j　O．2§

第5聞問2「硫酸の濃度」

第4問問7「摩擦熱」

第紛問問6「動物行動」

第互問問4「宮沢賢治」

第塁闇問2「文学史」

第6問問2「国別統計」

第7問問4「英文読解j

第4問問3（齢「語意ま

第旦0問問1「古文表題」

第8問問2「水収支」

第3問問2緩次大戦の兵器」

第6問問5「西アジア」

第7問問取の「英文適語補充」

第2問問2「鎌倉仏教」

第2問問3（絵》「室町時代」

第2間問7「文中適語補充」

第聾問問4「彦の核相」

第2問問4「砂鉄の生成」

第2問問5噴本の気候」

第9間問1（の「英文空所補充」

第9問問4「文章理解」

第2問問駁瞬「黒曜石の生成j

第6問問3（D「組分けの確率」

第9問問玉《イ》「英文空所補充」

第4問問8「文章理解」

o．鱈

o．豆6

－o．夏3
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－0．07
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3　テスト醐

3．唱　大問の分析

　騰セヅトは，『9問の大問で構成されている。

　第且問は「倫理一世界史」の組合せで作成さ

れた文系複合型の問題である。「死の意識」と

いった内容をテーマとして作成された短いオリ

ジナルのリード文に関して，4つの独立した小

問が与えられている。

　第2問は「倫理一生物」の組合せで作成され

た文理複合型の問題である。全体としてr人問

とは何か」というテーマで貫かれているが，内

容はさらに3つの中問に分かれて構成され，そ

れぞれの短いオリジナルのリード文に関連して

独立の小問が数台出題される形式である。

　第3問は「世界史一物理」の組合せで作成さ

れた文理複合型の問題である。「エネルギー」

をテーマに作成された短いオリジナルのり一ド

文に関して5つの独立した小問が与えられてい
る。

　第4問は「国語一物理」の組合せで作成され

た文理複合型の問題である。物理学的研究の方

法論をテーマに雑誌に掲載されたエヅセイを

リード文として，漢字の読みが5問，力学関連

の小問が4問，出題文の文章理解や内容理解を

問う小問が2問，合計H問という構成であ
る。

　第5問は「日本史一化学」の組合せで作成さ

れた文理複合型の問題である。「水質汚染」の

テーマで書かれた本から抜粋した文章を素材

に，撃つの独立した小問で構成されている。

　第6問は「英語一物理」の組合せで作成され

た文理複合型の問題である。英語の物理学教科

書から滑車に関する記述を抜粋し，力学関連の

小問が6問，英文読解の小問が且問，合計7問

という構成である。

　第7問はr地理一数学」の組合せで作成され

た文理複合型の問題である。「プラザ合意」を

テーマにしたり一ド文に関連して独立した小問

が3問，r金利」をテーマにしたリード文に対

する穴埋め計算問題が4問，r時差」をテーマ

にしたリード文に対する穴埋め計算問題が4

問，時刻を計算する独立した小問が丑問，合計

鷺問という構成である。

　第8周は「英語一地学」の組合せで作成され

た文理複合型の総合問題である。英語の百科事

典から化石に関する記述を抜粋し，地学関連の

小問欝問，英文読解の小問丑問，合計服問を

独立に問う構成である。

　第勢問はr国語一生物」の組合せで作成され

た文理複合型の総合問題である。「蛍」を題材

にした古文をリード文とし，語句解釈が2問，

その他に独立した小問が4問，合計6問という

構成である。B且セットにおいては，第攣問の

みが縦書きで提示された。

表3テスト勝の大問得点率

全体

（搭3鍔）

文系　　　理系
（雛識璽勢）　（欝206）

第玉問言倫理一世界史

第2問1倫理一生物
第3問：世界史一物理（寧）

第4問ε国語一物理（零）

第5問：臼本史一化学
第6問：英語一物理（零）

第7問ε地理一数学
第客間：英語一地学

第夢問：国語一生物

42．2％

47．7％

4互．6％

6笠．◎％

4夢。2％

46．◎％

鑓．4％

4丑．2％

60．笠％

44。4％　　　40．2％

48．墾％　　　　　46．6％

35．《）％　　　　47．零％

55。5％　　　66．3％

44．～》％　　　　　53．3％

夏6．7％　　　　　73．3％

47．7％　　　　　54．～》％

3夢．墾％　　　42．3％

63。7％　　　　　56。客％

啄両側仮説のカイニ乗検定，5％水準で有意

　テスト勝の大問得点率を表3に示す。テス

ト麟はテスト全体の平均得点率が㌍、6％と全

体的にやや難しかった。大問単位で文系・理系

合わせた全体の得点率を見ると，全ての大問が

鱒％強～6⑪％強に分布しており，特に目立って

難しい大問があって全体の得点率を下げたわけ

ではない。

　一方，文系，理系別に見た場合には，いくつ

か顕著な傾向が見られる。母集団平均値に関す

る5％水準での有意性検定の統計量を指標に判

断したとき，文系の得点率が高いものはなく，

理系の得点率が高いのは第3，4，6問であっ

た。特に，第6問では文系の得点率且6．7％に対

して理系の得点率73．3％と，圧倒的に理系の成

績が良かった。
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表4　テストB且の無解答率

全体 文系 理系

第翌闇ご倫理一世界史

第2闇：倫理一生物
第3問：世界史一物理

第4闇：国語」物理
第5問：日本史一化学

第6闇：英語一物理
第7闇：地理一数学
第塞問：英語一地学

第撃問：国語一生物

亜。3％　　　　o．5％

墨．3％　　　　◎．5％

◎．5％　　　　墨、⑪％

o．3％　　　　〔》．5％

⑪。8％　　　　O。（》％

2亙．4％　　　　　3≦》．3％

《）、5％　　　　⑪。（》％

3．◎％　　　　丑．6％

丑．5％　　　　o．◎％

％
％
％
％
％
％
％
％
％

撃
嚢
O
O
5
多
0
4
9

L
L
α
o
．
L
盈
L
鳳
ユ

　テスト髄における大問の無解答率を表4に

示す。文系・理系合わせた全体のデ～タを見た

とき，他の大問の無解答率が3％以下であるの

に対し，第6問だけが雛．4％と突出して高いの

が目立っ。第6問の無解答率は理系でも4．撃％に

達しているが，文系では実に簿．3％に及んでい

る。要するに，問題を一瞥しただけで解答を諦

めてしまった被験者がそれだけいたことにな

る。第6問は，理系には易しいが文系には手も

足も出ない問題であったと言える。なお，テス

トB旦において，理系の被験者に無解答がやや

多い第6問と第8問は，英語がらみの大問で
あった。

小問数も盈2問と多い上に計算問題が多く，解

答所要時問が長かったのは自然である。

　母集団平均値に関する5％水準での有意性検

定の統計量を指標に判断したとき，理系が文系

よりも長い時問を掛けていたのは第4問，文系

が理系よりも時間を掛けていたのは第攣問で

あった。

表6 テスト髄の解答所要時問と成績との相関

（無解答除く〉

全体 文系 理系

第丑問1倫理一世界史

第2闇竃倫理一生物
第3闇：世界史一物理

第4悶ε国語一物理
第5問：日本史一化学

第6問：英語一物理
第7問：地理一数学
第窓問：英語一地学

第夢問：蟹語一生物

一
．

07笠　　　　　一．o丑3　　　　　一。旦27

．0旦3　　　　　　．⑪47　　　　　　．（｝5夢

》42　　　　　一，，丑27

．2～》0零零孝　　　．⑪墜）　　　　　　．26窓零零＊

一
．

（》亘5　　　　一．（1丑5　　　　一。〔》2玉

．O亘4　　　　　　。亜旦玉　　　　　一．◎7璽

．203潔零寧　　　．蓋84寒　　　　　．23客零＊激

一
．

04≦》　　　　　一．04～》　　　　　一．038

04零象，零　　一．250＊綜　　一．2〔1〔1綜

表5　テスト勝の解答所要時問（無解答除く）

塚母相関0を帰無仮説とするティ検定，5％水準で有意，

　　　　　　継蓋％水準で有意，綜輸．亘％水準で有意

全体 文系 理系

第丑問：倫理一世界史

第2問：倫理一生物
第3問：世界史一物理

第4闇：国語r物理
第5問澗本史一化学
第6間：英語一物理
第7問：地理一数学
第客間：英語一地学

第撃問：国語一生物

5．5分

鷺．丑分

7．6分

菖。4分

鷺．5分

亘3．◎分

診。窓分

聾。豆分

夢．2分

5。4分

臆．2分

7。4分

丑3。o分

鷺．5分

鷺．8分

⑳、◎分

聾。5分

撃．7分零

　5．5分

環2。丑分

　7．呂分

貯．5分寒

臆、6分

脇。2分

鯵．6分

賂．7分

　諺。8分

　表6は解答所要時間と成績との相関である。

計算に時問が掛かったと見られる第4問と第7

問では，特に理系で所要時問と成績の関係が正

になっているが，古文の読解に時間が掛かった

と見られる第夢問では所要時問と成績の関係が

負になっている。なお，得点率，無解答率で際

立った特徴の見られた第6問は，解答所要時問

の面では大きな特徴は見られなかった。

表7　テストB丑の大問得点と合計得点との相関係数

全体 文系 理系

零両側仮説のティ検定，5％水準で有意に母集団平均値が高い

単純等配単純等配単純等配
合計　点　合計　点　合計『点

　テスト髄における大問の解答所要時問を表

5に示す。無解答者はデータから除かれてい

る。全体のデータから見ると，大問単位での解

答所要時問にはばらつきがあり，最も短い第互

問で平均5．5分，最も長い第7問で診．客分と

なっている。解答所要時問には小問数，り一ド

文の長さ，小問のタイプなどが関係しているよ

うに思われる。第互問はリード文も短く，小問

数も4問と少なかった。それに薄し，第7問は

第豆闇：倫理一世界史

第2聞：倫理一生物
第3問3世界史一物理

第4問：国語一物理
第5闇：日本史一化学

第6闇：英語一物理
第7闇：地理一数学
第8闇：英語一地学
第撃闇：国語一生物

、24　　．34　　。32　　．44　　．2窓　　．4⑪

．4霧　　。4〔1　。46　　．3呂　　．6《）　．53

．45　　．54　　．46　　　．54　　．34　　．44

．67　　．65　　、55　　．55　　．67　　．63

．5丑　　．4≦》　　．43　　。42　　．52　　。4攣

．5容　　。62　　．44　　．47　　．5◎　　．54

．67　　．5～1　　．64　　．54　　．6奪　　．62

．53　　　．47　　。5◎　　　．44　　．58　　。53

、33　　．37　　．47　　．52　　．39　　．44

　テストB且における大問得点と合計得点との

相関を表7に示す。単純合計を用いた全体の結

果を見た場合，第4問と第7問が合計得点に大

きく寄与しており，第豆問の寄与が小さいこと
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表8　テストB1第丑問～第5問の結果

正答率
因子分析結果 履修経験との相関のある科目

全体　文系　理系

第1問問1 35脇　　　4璽％禽　　3◎％ 尺度外項目 世界史

第1問問2 20％　　　2唱％　　　帽9％ 生命・人文・社会系 倫理

第1闇問3 64脇　　　62鵯　　　66％ 尺度外項目

第1問闇4 49％　　　52％　　　46％ 生命・人文・社会系 古文、倫理

第2問闇1 40％　　　42％　　　37％ 尺度外項目 倫理、生物

第2問問2 47％　　　5租％　　　42％ 尺度外項目 古文、世界史、地学

第2問問3 54鵯　　　58製》　　　5磁鵯 生命・人文・社会系 世界史

第2間問4 33％　　　3租％　　　34％ 尺度外項目

第2問問5 65％　　　66％　　　63％ 生命・人文・社会系 世界史、生物

第2問問6 42脇　　　47％愛　　36％ 生命・人文・社会系

第2問闇7 2嗜咲》　　　唱8製》　　24咲》 尺度外項目 数亙、確率・統計．倫理

第2問問8 54％　　　5璽％　　　57％ 生物・地学・化学系 生物

第2問問9 26％　　　29％　　　23％ 生物・地学・化学系 地理、生物、地学

第2闇閥！0 34鵯　　　33％　　　35％ 尺度外項目

第2問闇U 79％　　　8◎％　　　79％ 生命・人文・社会系

第2闇問12 59奪も　　　59％　　　59％ 生命・人文・社会系 生物

第2問間玉3 67％　　　69畷》　　　65畷》 尺度外項目 生物

第3闇問1 26％　　　26％　　　26％ 尺度外項目

第3問問2 35％　　　39％　　　3嗜％ 生命・人文・社会系 世界史

第3闇問3 69％　　　48％　　　88製》禽 数学・物理・化学系 数互、数H、微分・積分．確率・統計、物理．化学

第3問間4 5租％　　　32弩も　　　68％禽 数学・物理・化学系 数亙、数∬．微分・積分、確率・統計、物理，化学

第3問問5 28脇　　　3◎鵯　　　26％ 尺度外項目 世界史．生物

第4問問其ア》、 93％　　　93％　　　93％ 尺度外項目

第4問問1（イ〉 43％　　　5嗜％禽　　35％ 生命・人文・社会系 現国．古文、臼本史．世界史

第4問閤1紛 87％　　　93％禽　　82％ 生命・人文・社会系 現国、日本史、世界史

第4問問1㊦ 89％　　　88％　　　9◎％ 生命・人文・社会系

第4問問1⑬ 94％、　　94％　　　94％ 生命・人文・社会系

第4問間2 循6％　　　　6％　　　25％禽 数学・物理・化学系 数1、微分・積分、確率・統計、物理、化学

第4問問3 2◎％　　　　6％　　　32％索 数学・物理・化学系 数亙．数H．微分・積分、確率・統計、物理．化学

第4問問4㊦ 46製》　　　22％　　　68％寅 数学・物理・化学系 数1．数H．微分・積分、確率・統計、物理、化学

第4間問畷2〉 42％　　　額9％　　　62％鴬 数学・物理・化学系 数亙、数H、微分・積分、確率・統計、倫理、物理、化学

第4闇問5 72％　　　69％　　　74％ 尺度外項目 数1、地理．物理

第4問問6 70％　　　66％　　　73％ 尺度外項目 物理

第5問問1 32％　　　34％　　　3◎％ 生物・地学・化学系 現代社会

第5問間2 40鵯　　　44％　　　36％ 尺度外項目 現国、現代社会、日本史、世界史

第5聞問3 93％　　　93《誌　　　93％ 生物・地学・化学系 地理、化学

第5問問4 53％　　　6璽％禽　　46％ 尺度外項目 現国、目本史

第5闇問5 56脇　　　5◎脇　　　62鴨禽 生物・地学・化学系 微分・積分、確率・統計．化学

第5問問6 49％　　　29％　　　67％禽 数学・物理・化学系 数1．数∬、微分・積分、確率・統計．物理．化学

第5問問7 27製》　　　2◎％　　　33％爵 数学・物理・化学系 微分・積分、確率・統計、

第5闇問8 45％　　　45％　　　46製》 尺度外項目 確率・統計、現代社会

第5闇問9 48％　　　29％　　　67喫》禽 数学・物理・化学系 数亙．数∬、微分・積分．確率・統計、物理、化学

＊εフィヅシャーの直接法（両側仮説）、5％水準で有意に母集団平均値が高い
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が分かる。小問数（第4問は小問数難問，第7

問は小問数旦2問と多く，第旦問は4問と少な

い）も結果に反映していると思われるので大問

ごとの配点を等しくした結果（等配点）を見る

と，確かに第7問の値が下がり，第盈問の値は

上がったが，第4問には目立った変化は見られ

なかった。

　次に，文系・理系別に検討した場合，文系で

は配点を揃えると大問ごとの影響力の違いがか

なり小さくなり，第3問の影響力が相対的に大

きくなるのに対し，理系では全体の傾向と変わ

らず第4問，第7問の影響力が大きいことが分

かる。

3、2　小問の分析

3。2。噛　第麟問（繍理一一謹界史〉

　第置問では，2つの主要なパラグラフからな

る600字程度のリード文に対し，4っの設問が

与えられている。

　最初のパラグラフはペストの大流行による

ヨーロヅパの人口の大激減とそのルネサンスヘ

の影響が主題であり，2番目のパラグラフは

フィリヅプ・アリエスによる，死の意識の歴史

的変化を主題としている。

　問亜は，第互パラグラフの空所補充で，聾世

紀ヨーロヅパの人口減の原因がペストであり，

それがユダヤ人迫害へとっながっていくことを

答えさせるものである。表5によると，四肢択

一の問題であるにもかかわらず，全体の正答率

が35％と低い。また，文系の正答率が有意に理

系より高かった。世界史の履修経験との相関が

あり，世界史分野の内容ということになるので

あろうが，問題内容は決して奇抜なものとは言

えず，少々考えさせられる結果である。因子分

析の結果は尺度外項目であった。問2はピコ＝

デラ＝ミランドラと「人問尊厳にっいて」とい

う組合せを答えさせるもので，非常に難しかっ

た。倫理の履修経験との関連が見られた。因子

分析では，r生命・人文・社会」系に分類され

た。問3はキリスト教の起源がユダヤ教にある

ことを答えさせるもので，高校時代の履修経験

との関連も見られず，いわゆる常識を問う設問

になっていたことが伺える。問4はキノレケゴー

ルのr死にいたる病」が生前の行為と死後のあ

り方との関係を説いたものではないことを答え

させるものである。誤答選択肢の中に源信の

r往生要集」があり，古文との相関が出てきた

ものと思われる。因子分析の結果，r生命・人

文・社会」系に分類された。

3。2。2　第2問（倫理一生物）

　第2問ではr人間とは何か」というテーマを

巡って，3つの短い独立したり一ド文が提示さ

れ，それぞれについて4～5問の設問が与えら
れた。

　最初のり一ド文はアリストテレスの生物学を

題材にしたもので，30◎字程度の長さである。

間豆はリード文の内容がアリストテレスのもの

であることを答えさせるものである。正答率は

韓％と低く，履修経験との相関から見ても倫理

の内容と言える。問2はr公平」についての考

え方で選択肢の中から異質なものを選ばせるも

のである。履修経験との関連は解釈困難であ

る。問旦，問2は尺度外項目であった。問3は

生物，あるいは，・動物の分類について，リード

文の考え方を答えさせるものであり，生物の知

識を問われているわけではない。履修経験では

世界史と相関があるが，アリストテレスの生物

学についての知識が影響したのかもしれない。

因子分析では，r生命・人文・社会」系に分類

された。問4は心臓の拍動の生理学的メカニズ

ムに関する問題で，正答率が33％とかなり難し

かった。明らかに生物分野の内容だと思われる

が，履修経験との相関はない。因子分析の結果

も尺度外項目であった。問5は心臓の拍動に伴

うエネルギー代謝の問題であり，正答率65％と

比較的易しい問題であった。生物の履修経験と

の相関が見られた。因子分析では，r生命・人

文・社会」系に分類された。

　2番目のり一ド文はデカルトの心身2元論に

関するもので，200字程度の長さである。問6

はり一ド文の内容がデカルトのものであること

を答えさせる内容であるが，第2問の小問の中
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で唯一正答率に文理差が出た小問であり，文系

の正答率が有意に高かった。高校時代の履修科

目との相関は見られなかったが，因子分析の結

果はr生命・人文・社会」系に分類された。問

7はデカルトの思想とは異なる内容の選択肢を

選ばせる設問だが，正答率は2星％と極端に低

かった。問6に正答できないと困難な設問で

あったかもしれないが，正解選択肢の内容は

ベーコンの経験論の思想であり，環末なことを

尋ねているとは思えない。なお，倫理の履修経

験との間に相関があったが，因子分析の結果は

尺度外項目であった。問8は脳の機能について

誤った記述を選ぶもので，中程度の難しさで

あった。問夢は大脳の働きに関して誤った記述

を選ぶもので，正答率は26％と低かった。問

呂，問9はいずれも生物の履修経験との相関が

見られ，因子分析の結果ではr生命・人文・社

会」系に分類された。

　3番目のリード文は自然と人問の関係から臓

器移植の問題に触れた文章であり，2齢字強の

長さである。問且⑪は日本の臓器移植法に関す

る内容で，全体の正答率は34％と難しかった。

時事問題的な正確の内容であり，科目の履修経

験との相関はなかった。問難はリード文の主

旨を問う内容だが，正答率簿％と易しかった。

消去法で不適切な選択肢を除けば比較的容易に

正答に到達できたものと思われる。r生命・人

文・社会」系の設問と分類された。問且2は拒

絶反応と異なる生体反応を選ぶもので，生物の

履修経験と相関があった。因子分析の結果では

r生命・人文・社会」系に分類された。問賂

は生態系の中での人間の位置に関する設問で，

生物の履修経験との相関があったが，因子分析

の結果は尺度外項目であった。

3．2．3　第3問（世界史一物運）

　第3問では，人類のエネルギー利用の歴史を

巡る齢O字ほどのオリジナルのリード文に対

し，5つの独立した設問が与えられている。

　問且は騎馬戦術に関する歴史的事象について

の設問で，正答率は26％と低かった。4っの選

択肢が与えられているので正答率はほぼ偶然の

選択率と一致するが，選択肢の内容の一部を手

がかりに推論すれば正答に辿りつくように構成

されており，決して暗記的知識のみを問うもの

ではないように思われる。高校時代の科目の履

修経験との相関は見られず，因子分析の結果も

尺度外項目であった。問2は古代ローマで水車

が活用されなかった理由を問うものだが，全体

の正答率は35％と低かった。世界史の履修経験

との相関が見られ，r生命・人文・社会」系に

分類された。

　問3，問4は仕事，仕事率といった内容の計

算問題で，いずれも理系では正答率が高かった

のに対し，文系では正答率が低く，大きな文理

差が見られた。いずれも，物理をはじめ，理系

科目の履修経験との相関が見られたが，文系と

理系の履修内容の違いを反映した結果であろ
う。

　問5はイギリスで石炭が利用されるように

なった理由として相応しくないものを選ぶ設問

で，正答率は28％と低かった。世界史の履修経

験との相関が見られたが，因子分析の結果は尺

度外項目であった。

3．2．尋　第4問（国語一物理）

　第4問では，物理学的方法，特に，実験的方

法，理論的方法に対して新しく登場したシミュ

レーション法をテーマとした互，400字程度の

エヅセイをリード文として，餌問の小問が与え

られている。

　問且は文中に出てくる漢宇の読みを答えさせ

るもので，5問出題されている。設問（イ）の「普

遍的」に対してr遍路」を選ぶ問題以外は易し

く，正答率艶％前後となっている。正答率に文

理差が見られたのは設問（イ）と設問（ウ）で，いずれ

も文系の正答率が有意に高かった。因子分析の

結果は，設問（ア）が尺度外項目となっためを例外

に，すべて「生命・人文・社会」系の項目に分

類された。

　問2は，実験物理学的方法による観測結果の

例として比例のグラフが与えられ，グラフと同

様の関係になる物理学的現象を答えさせる設問

である。全体の正答率は盟6％と著しく低かっ
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た。特に，文系の正答率は6％と偶然の選択率

（且ノ6）のレベルを大きく下回っていた。なお，

正答は，単振り子のr糸の長さ」とr周期の2

乗」の関係である。問3は人■衛星に働く万有

引力を示ず文字式を選択する問題である。全体

の正答率は20％と低く1特に文系は6％の正答

率であった。問4は，物体の落下運動につい

て，架空のシミュレーション実験結果の数値が

与えられた表の空所を埋める問題で，2問出題

された。与えられた文章と表から数値間の関係．

を表す法則を読み取ることが要求されるが，い

ずれも文系は⑳％前後，文系は6◎％台の正答率

であった。問2～問4の科目の履修経験との相

関については，多少の違いはあるが，いずれも

物理のほかに多数の理系科目との相関が見ら

れ，理系の履修科目パターンを反映した結果と

なっている。

　問5と問6はリード文の文章理解に関する設

問である。問5はr不要な情報の捨象が大切で

ある」というエヅセイの結論部分に関する設問

であり，問6はリード文の内容と一致する文を

選択させる問題である。いずれも70％程度の正

答率であった。有意な差ではなかったとはい

え，理系の正答率の方が高かったのが特徴的で

ある。科目の履修経験との相関についても，い

ずれも物理との相関が見られた。因子分析の結

果は，尺度外項目であった。

3．2．5　第5問（悶本史一化学）

　第5問は，本の一部，近年の我が国における

水質汚染のメカニズムをテーマにした旦，8⑪0字

程度の量の文章をり一ド文として提示し，それ

に関連する独立した小問を撃問与える構成と

なっている。

　問旦は細菌研究についての歴史的事実に関し

て答えさせる設問で，全体の正答率は32％と難

しい設問であった。現代社会の履修経験と相関

が見られたが，因子分析の結果は「生物・地

学・化学」系の設問となっている。問2は高度

経済成長槻の我が国の姿に関する設問で，正答

選択肢は都市化と核家族化に触れたものであっ

たが，正答率は鱒％と低かった。この設問の内

容は社会常識的な知識を問うもののように感じ

られるが，実際には，現代社会，日本史，世界

史といった旧社会科系の科目の履修経験との相

関が見られた。因子分析の結果は尺度外項目で

あった。問3．は四大公害訴訟に関するもので，

正答率は勢％と高かった1設問内客そのものも

高度とは言えないぶ，ごれほど高い正答率が得

られた背景要因として，近年における地球環境

問題への高い関心が挙げちれるであろう。この

設闇は地理，化学の履修経験との相関が見ら

れ，因子分析の結果はr生物・化学・地学」系

の項目として分類されている。問4は昭和45

年の日本の状況について述べたもので，正答選

択肢は大阪万国博覧会に関する選択肢であっ

た。・全体の正答率は53％と意外と低かった。ま

た，この設問の正答率には有意な文理差が見ら

れ，文系の正答率の方が高かった。日本史の履

修経験と相関が見られたことから，被験者の世

代にとっては班に歴史的事象として学ばれる内

容であることがうかがえる。

　問5～問璽はいずれも化学的な内容の設問で

あり，畠問8を除いて理系の正答率が有意に高

かづた。問5は界面活性剤の性質の関するもの

で，正答率は56％と中程度の難しさであった。

化学の履修経験と0相関が見られた。因子分析

の結果としては，r生物・地学・化学」系の設

問であった。問6はトリハロメタンの生成メカ

ニズムにっいて化学反応式を用いて示した設問

で，正答率の文理差が大きかった。理系の履修

パターンを反映して，化学を始めとする多くの

理系科目の履修経験との相関が見られた。問7

は塩素の性質に関するもので全体の正答率が

27％，P理系でも33％と難問であづた。化学の履

修経験との相関が見られていない反面，数学2

科目の履修経験との相関が見られたが，意味の

ある解釈は困難である。なお，問6と問7は因

子分析の結果では「数学・物理・化学」系の設

問に分類されている。問8は沈殿・ろ過に関す

る設問で，正答率に文理差がほとんどなかっ

た。化学の履修経験との相関も見られず，尺度

外項目となっている。問ウはアンモニア水の中

に含まれる窒素の量を計算させる設問で，正答

率の文理差が大きく，科目の履修経験との相関
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表9　テスト勝第6問～第9問の結果

正答率
因子分析結果 履修経験との相関のある科目全体 文系 理系

第6問問！1431 5◎％ 櫃5％ 82鵯禽 数学・物理・化学系 数1、数∬、微分・積分、確率・統計、物理、化学

第6問問1幽1 47脇 留2％ 79％禽 数学・物理・化学系 数1．数∬、微分・積分．確率・統計、物理、化学

第6問問11451 52％ 23脇 8◎％禽 数学・物理・化学系 数i、数∬、微分・積分、確率・統計、物理、化学

第6問問11461 50％ 2眉％ 77％爵 数学・物理・化学系 数亙、数∬、微分・積分．確率・統計、物理、化学

第6問問11471 48％ 裕％ 78鵯費 数学・物理・化学系 数亙．数亘、微分・積分、確率・統計、物理、化学

第6闇闇ll481 48％ 咽4％ 8雪％禽 数学・物理・化学系 数亙、数∬、微分・積分、確率・統計、物理、化学

第6問問2 27％ 嗜7％ 37％禽 数学・物理・化学系 微分・積分．物理、化学

第7問問1 36％ 37％ 35％ 尺度外項目 政経、地学

第7闇問2 79％ 8◎％ 78％ 生命・人文・社会系

第7問問3 28％ 3堪％、 24％ 生命・人文・社会系 古文．数X．政経．世界史

第7問問縄531 82％ 76鵯 87％脅 数学・物理・化学系 数亙、数∬．微分・積分、確率・統計、物理、化学

第7問問41541 64％ 6◎魅 68鵯 数学・物理・化学系 数1、数∬．微分・積分、英語、物理．化学

第7問問噸551 39％ 28％ 48％寅 数学・物理・化学系 数1、微分・積分、確率・統計、物理．化学

第7問問41561 35％ 惚％ 50鵯禽 数学・物理・化学系 数1．数∬、微分・積分．確率・統計、物理，化学

第7間問515理5瑚 63％ 60％ 67鴨 時差 数1、数∬、確率・統計、地理

第7問問5159麗601 53鵯 5肇％ 55％ 時差 地理

第7闊問51釧踊641 45％ 44％ 46魅 時差 地理

第7問問51651｛6司 52％ 5◎％ 54％ 時差 地理

第7問問6 4璽％ 37％ 46％ 数学・物理・化学系 微分・積分、確率・統計、化学

第8問問1 35％ 35％ 35％ 尺度外項目 地理、地学

第8問問2 唱5％ 唱唱％ 得鵯 尺度外項目

第8問問3 56％ 52％ 59％ 生物・地学・化学系 地学

第8問問4 29％ 32％ 26％ 生物・地学・化学系 古文

第8闇問5 35％ 35％ 34％ 尺度外項目

第8問問6 7嗜％ 67％ 74％ 生物・地学・化学系 数玉、地学

第8問問7 57％ 55％ 58％ 生物・地学・化学系 倫理、地学

第8悶問8 47鵯 46％ 49％ 生物・地学・化学系 地学

第8問問9 3◎鵯 23鵯 36％寅 生物・地学・化学系 数翌、微分・積分、確率・統計、物理、化学

第8問問樽 38％ 4◎％ 35％ 生物・地学・化学系 地学

第8問問鋼 43％ 45％ ・4餐％ 生物・地学・化学系 倫理

第9問問1（鶴） 72％ 77％禽 67％ 生命・人文・社会系 世界史．生物

第9問問1（o） 67％ 7額脇 63％ 生命・人文・社会系 現国、古文、臼本史、世界史

第9問問2 77％ 82％禽 73％ 生命・人文・社会系 現国、古文、臼本史、世界史

第9問闇3 48％ 47％ 48魅 生物・地学・化学系 生物

第9問問4 3循鵯 3咽％ 3型％ 生物・地学・化学系 生物

第9問闘5 66％ 73％索 59％ 生命・人文・社会系 現国、古文、世界史

＊　1フィッシャーの直接法（両側仮説）、5％水準で有意に母集団平均値が高い
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も理系の履修パターンを反映した形となってい
る。

3．2．6第6問（英語一物理）

　第6問では滑車について欝O語程度の英語で

説明したリード文に関連して，文中に出てくる

力学の文字式を埋める空所補充問題が6問，英

文内容の読解問題が1問与えられている。

　力学に関する、6問は，全て正答率の文理差が

著しく大きいのが特徴となっている。解答番号

1431と1441は滑車にかかるカに関する式，解答番

号1輯と1461は上記に加遠度の項を代入する式，

解答番号1471は加速度を求める式，解答番号1481

は張力を求める式である。これらの6問にっい

て，文系の正答率は鷺％～23％であるのに対

し，理系の正答率は77％～雛％であった。これ

らの設問のいずれもが数学各科目と物理，化学

の履修経験と成績との相関があったが，おそら

く理系の科目選択パターンを反映しており，内

容的には物理の履修の程度によって正答率が決

まったものであろう。

　問2の英文理解に関しても文系の正答率が

旦7％に対して理系の正答率が37％と大きく理系

が上回る結果となった。問2に関しても英語と

の関連が見られず，物理等の理系科目の履修経

験が成績に影響していた。もっとも，英語につ

いてはほとんどの被験者が受験勉強を体験して

おり，履修経験得点の分散が小さいので成績と

の関連が得られにくい傾向があることは留意し

なければならない。また，因子分析の結果にお

いても，「数学・物理・化学」系の因子に分類

されていた。

3。2．7第7問（地理一数学）

　第ツ問は大きく3つの部分に分かれる。最初

の部分ではプラザ合意からバブル経済に至る流

れについて述べたオリジナルの50⑪字程度の

リード文について，小問が3問与えら・れてい

る。問4では金利の計算について表が与えら

れ，それを参考にしながら300字程度の文章の

空欄に数値を埋める形式の設問が4問与えられ

ている。問5と問6は時刻に関する設問であ

る。問5は時差に関わる3⑪O字程度の文章にっ

いて空所補充が4問，問6は国際線の飛行にお

ける時刻に関する設問が互問という構成であ
る。

　問豆はプラザ合意の結ばれた会議が開かれた

都市を世界地図の中から選ぶ問題で，正答率は

36％とやや低かった。政経の履修経験との相関

が見られたが，因子分析の結果は尺度外項目で

ある。間2は円高の貿易への影響を問う設問

で，正答率79％と易しい設問であった。科目の

履修経験との相関は見られなかったが，因子分

析の結果としてはr生命・人文・社会」系に分

類された。問3は日本銀行の役割に関する設問

で，・正答率は28％とかなり難しかった。これも

政経の履修経験との相関が見られた。全体の因

子分析では「生命・人文・社会」系に分類され
た。

　問4は解答番号15遡でわずかに有意な文理差

が出ていないが，いずれもやや理系の正答率が

高かった。1531は元利合計の一般式を導く設

問，1541はそれを用いて具体的な金額を得る設

問，1覇，1561は年数を答える設問である。科目

の履修経験との相関は設問によって若干の違い

があるが，全体として理系の科目履修パターン

を反映している。

　問5の4問は世界地図からある時点での時刻

を読み取る問題である。いずれも正答率に有意

な文理差はないが，やや理系の正答率の方が高

い傾向であった。興味深いことにこの4問は全

て地理の履修経験との相関があり，さらに因子

分析の結果からは4問だけで因子を構成してい

ることが分かった。それに対して，問6は同じ

時差に関する問題でありながら，地理の履修経

験との相関はなく，数学のうち2科目との関連

が見られた。また，因子分析の結果ではr数

学・物理・化学」系に分類された。

3．2．暮　第書問（英語一地学）

　第8問は鱒⑪語強の長さの英語でリード文が

与えられ，そのリード文に関連して地学分野の

小問が鱒問，リード文の内容理解に関する英
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語の設問が豆間与えられている。

　正答率を見る限り，第8問の問豆～問齢は全

体としてやや難しかったとみられる。問且は人

類が地球上に出現した時期についての設問で

あった。地学の履修経験との関連があったが，

因子分析の結果は尺度外項目であった。問2は

最も古い化石の時代の名称を問うものだが，全

体の正答率が∬％と極端に難しかった。科目の

履修経験との相関は見られず，因子分析の結果

も尺度外項目であった。問3はり一ド文中に説

明されている化石の名称を問うものであった。

当該個所の英文の意味が分かれば正答は類推可

能と考えられるので，困難度は中程度である。．

地学の履修経験とも関連があった。問4は岩石

の名称の組合せを答えさせるもので，難しかっ

た。なお，古文の履修経験との相関は偶然であ

ろう。問5は岩石と地下資源との関係を問うも

のだが難しかった。科目の履修経験との相関も

見られず，因子分析の結果も尺度外項目であっ

た。問6は放射線元素による年代特定の方法を

答えさせるものだが，全体での正答率が7且％

と，比較的易しかったと言える。問7は化石の

生成，問書は前カンブリア時代の化石が少ない

ことに関する設問で，問6～問8も地学の履修

経験との関連があった。間撃は太陽エネルギー

と発電方法に関する問題で，第呂問中で唯一正

答率に文理差あり，理系の正答率が有意に高

かった。地学の履修経験との相関はなく，変わ

りに理系の履修パターンを反映した結果となっ

ている，問⑳は生物岩についての設問であっ

たが，地学の履修経験との相関が見られた。

　問鞭は本文の内容と合致する文を選択させ

る問題であった。因子分析の結果，r物理・地

学・化学」系に分類されたが，地学の履修経験

との相関は見られなかった。なお，倫理の履修

経験との相関に特に意味は見出せない。

　全体として，問且～問鱒は地学分野で学習，

記憶される知識を問う設問であり，地学を履修

した経験がないと答えにくかったと思われる。

ちなみに，地学の履修経験が全くない被験者

は，総．＄％3であった。なお，Hの小問のうち，

尺度外項目を除く窓問が因子分析の結果同じ尺

度を構成し，それらが「生物・地学・化学」系

の尺度の中核となったと考えられる。

3．2．9第9問鴫蟹語一生鞠）

　第ウ問は，り一ド文として蛍に題材を取った

5◎0字弱の長さの古文を用いたものであり，B且

セヅトの中で唯一，縦書きで出題された大問で

ある。6問の小問が5つの「問」として与えら

れている。

　問豆は本文中の語句の解釈で2問出題されて

いる。傍線紛は「ゆゆしき」という単語の意味

の解釈だが，正答率に文理差があり，文系の正・

答率が有意に高かった。生物，世界史の履修経

験との相関が見られたが，内容的に両科目との

関連はなく，特に意味はないと思われる。傍線

（c）は，単語ではなく，文の一部分の意味を尋ね

る設問であったが，国語，歴史関連の科目の履

修経験との相関が見られた。問2は本文中への

適語補充で全体の正答率が77％と高か？た。正

答率に文理差が見られ，文系の正答率が有意に

高かった。この設問の科目履修経験との相関も

問互（G）のパターンと全く同じであり，文系の科

目履修パターンを反映した結果と思われる。問

豆，問2の3問は，いずれも「生命・人文・社

会」系に分類された。

　問3は蛍の発光を物質とエネルギーの関係か

ら闇う設問で，生物の履修経験との相関が見ら

れた。問4は文中の蛍の行動と類似する動物の

行動を選ぶもので，全体の正答率が鑓％と低

く，生物の履修経験との相関が見られた。問

3，問4はいずれもr生物・地学・化学」系の

設問となっている。

　問5は本文の内容要約に関するもので，正答

率に文理差が見られ，文系の正答率が有意に高

かった。国語2科目の履修経験との相関が見ら

れた。因子分析の結果はr生命・人文・社会」

系となっている。

　第撃問は，総じて内容と科目の履修経験との

相関関係，因子分析による分類結果が自然で

あった。
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4　テスト露2

尋．唱　大問の分析

　テストB2は，恥問の大問から成る。

　第互問は「倫理一世界史」の組合せで作成さ

れた文系複合型の問題である。「ゴッホと日

本」といったことをテーマに作成された短いオ

リジナルのり一ド文と旦枚の図版に関連した4

っの独立した小問で構成されている。

　第2問は「日本史一地学」の組合せで作成さ

れた文理複合型の問題である。アニメ映画「も

ののけ姫」を素材に，宮崎駿監督のインタ

ビュー記事をまとめたリード文を用いて小問夢

問で構成されている。

　第3問は「世界史一物理」の組合せで作成さ

れた文理複合型の問題である。rエネルギー」

をテーマに作成された短いオリジナルのリード

文に関して5つの独立した小問で構成されてい
る。

　第4問は「国語一物理」の組合せで作成され

た文理複合型の問題である。中原中也の詩にち

なみ，rマグデブルグの半球」に関して雑誌に

掲載されたエヅセイを題材に，漢字の読みが5

問，文学史1問，語意2問，空所補充丑問，文

章理解亘問，力学関連3問，合計盈3問という

構成である。

　第5問はr化学一生物」の組合せで作成され

た理系複合型の問題である。「環境と生態系」

をテーマで作成されたオリジナルのリード文と

オリジナルの図盈枚に関連した小問1◎問で構

成されている。

　第6問は「地理一数学」の組合せで作成され

た文理複合型の問題である。ある架空のスポー

ツ競技のrアジア地区予選」をテーマにしたオ

リジナルのリード文に関連して小問7問で構成

されている。

　第7問は「英語一物理」の組合せで作成され

た文理複合型の問題である。物質の落下現象に

関わる英文を用いたり一ド文に関連し，英文中

への適語補充が4問，英語の用語，．人名，数

値，式の補充が計6問，英文の解釈，読解が計

2問，合計鎗問で構成されている。

　第8問は「数学一地学（自然地理〉」の組合

せで作成された理系複合型の闇題である。架空

の湖のr水収支」についてのデータを示した上

でそれに関連する小問2問，さらに条件を変え

て湖面の水位を推定させる小問が盈問，合計3

問で構成されている。

　第撃問は「国語一英語」の組合せで作成され

た文系複合型の問題である。マンガを題材にし

てあちすじを説明したリード文を提示した上

で，続きのマンガの吹き出しを英語に変えて空

所に英文を補充する小問が3問，さらに続きを

説明したリード文を提示し，続きのマンガを提

示してそれに関する理解を問う小問が4問，合

計7問で構成されている。なお，マンガの部分

と国語問題は縦書きで提示された。

　第瞼問は「国語一生物」の組合せで作成さ

れた文理複合型の問題である。「蜂」を題材に

した古文を出題文とし，語意解釈が2問，その

他に独立した小問が5問，合計7問という構成

である。なお，第恥問は縦書きで提示された。

表紛　テストB2の大問得点率

全体　　文系　理系
（簸・＝4丑3》　（璽諾209＞　（簸・＝2（》4》

第丑問3倫理一世界史　6豆．2％　65．5％P

第2問竃臼本史r地学　53．O％　54．7％
第3問竃世界史物理（寒）63。7％　5隻2％

第4問ε国語一物理　　66．互％　65．8％

第5問自化学一生物（寒）　449％　39・4％

第6問9地理一数学　　　48．4％　47．5％

第7問雲英語一物理　　52。2％　．48£％

第8問竃数学一地学（睾）　4L2％　365％

第9問蓼国語一英語　　64．4％　66。9％
第紛問豊国語一生物　・55。O％　57。4％

56．8％

5互．3％

68．4％

66．4％

5《）．6％

4墾．4％

55。7％

46．o％

6置．8％

52、5％

寒カイニ乗検定，5％水準で有意

　テストB2の大問得点率を表睡に示す。テス

トB2はテスト全体の平均得点率が弱。＄％と，

テストB1と比較するとやや易しかった。大問

単位の得点率についても60％以上のものが第丑

問，第3問，第4問，第攣問と4っあり，これ

らが全体の得点率に影響していたことが分か

る。なお，被験者の学力の高さを考えると，難

易度的にはこのレベルの問題が適切と言えよう。

　母集団平均値に関する』5％水準での有意性検
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定の統計量を指標に判断したとき，理系の得点

率が高いのは第3問，第5問，第8問であっ
た。テストβ2においては，テスト勝の第6問

のような極端な文理差を示す大問はなかった。

表1嗜テストB2の無解答率

全体　　文系　　理系

第丑問言倫理一世界史　αO％

第2問3目本史一地学　O。0％

第3問書世界史一物理　05％
第4問ε国語一物理　　O。0％

第5問塞化学一生物　　　L7％

第6問3地理一数学　　　05％

第7問竃英語一物理　　22％
第8問鴛数学一地学　　4．4％

第9問竃国語一英語　　L7％
第⑳問竃国語一生物　　2。2％

O．O％　　 O，0％

0。0％　　 O．O％

0、5％　　 O．5％

O．0％　　 O．O％

3．3％　　 O．0％

0．0％　　　玉．0％

丑．O％　　　　3。4％

6．7％　　　　2．O％

O．5％　　 2．9％

0。0％　　　 4．4％

に対し，第6問の小問数は7問とそれほど多く

はないが，計算問題に時問が掛けられたようで

ある。

　母集団平均値に関する5％水準での有意性検

定の統計量を指標に判断したとき，理系の方が

時問を掛けていたのは第4問であった。国語一

物理の問題であるが，得点率には違いが見られ

なかった。

表／3 テストB2の解答所要時問と成績との相関

《無解答除く》

全体　　文系　　理系

　テストB2における大問の無解答率を表難に

示す。第書問の文系の無解答率が6．7％とやや高

いが，極端に突出した値は見られない。理系の

場合，英語，古来を用いた問題の無解答率がや

や高かった。

第丑問鴛倫理一世界史一。020

第2問g日本史一地学一．003
第3問鴛世界史一物理一一。蔦2聯

第4問書国語一物理
第5問鴛化学一生物
第6問g地理一数学
第7問霧英語一物理
第8問ε数学一地学
第参問鴛国語一英語
第10問竃国語一生物

．167聯摩

，玉49聯

．127寒　　　。227睾寧

74睾＊寧　一．2玉9寒誰

．012　　　　．048

。OO2　　　　一．023

一
．

096　　　　。O丑2

．085　　　　＿．128

一
．
035　　一。035

＿
，

220零寧

．229聯寒　，延5

．245寒睾寧　＿．003

．035

一
．
o勢

．OB
寧

津母相関◎を帰無仮設とするティ検定，5％水準で有意，

　　　　　綜亙％水準で有意，繕◎．置％水準で有意

表惟　テストB2の解答所要時問（無解答除く）

全体　　文系　　理系

第1問3倫理一世界史
第2問鴛日本史一地学

第3問竃世界史一物理

第4問塞国語一物理
第5問竃化学一生物
第6問累地理一数学
第7問g英語一物理
第8問譲数学一地学
第9問g国語一英語
第丑O問竃国語一生物

5．3分

7．9分

6．4分

臆．5分

且L9分
15．2分

鷺．8分

丑L8分

蓋L3分

7．7分

5．3分

7．8分

6。5分

12．O分

1L5分
盈5。4分

13．丑分

H．3分

1L6分
7．5分

5．4分

7．9分

6．3分

B．2分寒

且2．3分

14．9分

12．5分

12．3分

10．9分

8．O分

　表皇3はテストB2における解答所要時問と成

績との相関である。文系・理系で大きな違いが

見られる。文系の場合，第4問～第6問で解答

所要時問と成績に正の相関が見られる。文系で

負の相関が見られるのは第7問のみであるが，

理系では第3問，第且⑪問がいずれも負の相関

であった。

寒両側仮説のティ検定，5％水準で有意に母集団平

均値が高い

表鱒　テストB2の大問得点と合計得点との相関係数

単純等配』単純等配単純等配

合計　点　合計　点　合計、点

　全体　　文系　　理系

　テストB2における大問の解答所要時問を表

鷺に示す。無解答者はデー一タから除かれてい

る。全体のデータから見ると，最も短い第1問

で平均5．3分，最も長い第6問で且5．2分となっ

ている。テストB2の場合も，解答所要時間に

は小問数，リード文の長さ，小問のタイプなど

が関係しているように思われる。第1問はリー

ド文も短く，小問数も4問と少なかった。それ

第1問竃倫理一世界史．39。44

第2問寓日本史一地学。4035
第3問竃世界史一物理．57　58

第4問鴛国語一物理　．60．53

第5問g化学一生物　　57　53

第6問g地理一数学　　5559
第7問鴛英語一物理　　。74。67

第8問g数学一地学　　．48。61

第9問g国語一英語　　3335
第旦0問鴛国語一生物　3738

．5丑　　。55　　．34　　．38

．49　　。44　　．33　　．29

．57　　．60　　．56　　．56

．57　　．50　　．62　　．56

．48　　．44　　．65　　．62

．57　　。60　　．53　　，57

．73　　．66　　．74　　．68

．45　　．58　　．50　　．62

．35　　．37　　．34　　．35

．39　　．4且　　。39　　．40



教科科目複合型総合試験の問題内容分析 勢

　テストB2における大問得点と合計得点との

相関を表照に示す。単純合計を用いた全体の

結果を見た場合，第7問が合計得点に大きく寄

与しており，第参問，第欝問，第里問といっ

たどちらかと言えば文系的な大問の寄与が小さ

い。小問数（第7問は小問数豊問と比較的多

い）も結果に反映していると思われるので大問

ごとの酉己点を等しくした結果（等配点）を見る

と，第7問の値はやや下力遡，小問数が3問で

あった第8問の値が向上した。

　次に，文系・理系を比較する。全体的な傾向

は似ているが，文系では第5問「化学一生物」

という理系的な大問の寄与が小さく，理系では

逆に第蓋問「倫理一世界史」，第2問「日本史一

地学」という文系的な大問の寄与が小さかっ
た。

4。2　小問の分析

4．2．嘱　第嘱問（倫理一世罪史）

　第且問では，2つのパラグラフからなる勢◎

字ほどの長さのリード文と且枚の図版に対し，

6っの設問が与えられている。問互に3つの小

問が含まれるため，形式上のr問」の数は4つ

である。リード文の内容は画家ゴヅホと目本と

の関係に関するものである。

　問且は，り一ド文の空所補充3問で，美術史

に関する出題である。空欄岡はリード文の内容

がゴヅホについてのものであることを解答させ

ることを意図した設問であるが，図版の引用を

示す注にゴヅホの名があったために不当に易し

い設問となってしまった。これは編集のミスに

よるものであり，出題者の責任ではない。現国

の履修経験との相関は偶然であろう。空欄囲は

ゴヅホが印象主義の画家であることを聞いてい

るが，これも易しかった。空欄脚，髄の設間は

いずれもr国語・一般教養」系に分類されてい

る。空欄幽は，ゴヅホに憧れて芸術への道を志

した棟方志功についてであるが，全体の正答率‘

が50％を割り込み，意外と難しかった。この設

問は，r英語・歴史」系に分類された。

　問2～問4はいずれも正答率に文理差が見ら

れ，文系の成績が良かった。問2は置溺3年に

ヨーロヅパで起きた戦争の名を尋ねたものであ

り，世界史の履修経験との相関があった。問3

はプラグマティズムの考え方を尋ねるもので，

倫理や日本史，世界史などの履修経験との相関

が見られた。問2，問3はr英語・歴史」系の

設問である。問4は宮沢賢治が法華経の影響を

受けたことを答えさせるもので全体の正答率が

3◎％と低かったが，現国，．日本史の履修経験と

の相関が見られた。因子分析の結果は尺度外項

目であった。

4．2。2　第2問（日本史一地学〉

　第2問は，映画『もののけ姫』を作成した宮

崎駿監督に対するインタビューをまとめた
旦，◎⑪⑪字ほどの長さの文章をり一ド文として用

いている。7つの「問」の中に地学，日本史関

連の問題を中心として9問の小問が与えられて

いる。

　問互は映画の亙場面の手に黒曜石を持っカッ

トを図版として与えた上での黒曜石に関する設

問である。設問（農）では黒曜石に最も多く含まれ

る成分が化学式の形で与えられた。理系の正答

率が高く，化学などの理系科目の履修経験との

相関が高かったが，理系の履修パターンを反映

したものであろう。設問ゆ）は黒曜石のでき方に

関する設問で，全体に正答率が低く，履修経験

との関連も見られなかった。

　問2は鎌倉時代の新仏教についての設問で，

正答率は78％と高かった。日本史の履修経験と

の相関も見られたが，因子分析の結果は尺度外

項目であった。問3は室町時代の社会に関する

設問である。文章で与えられた設問について

も，絵で提示された設問についても正答率には

文理差が見られ，．文系の成績が高かった。ま

た，日本史の履修経験との相関も見られた。し

かし，因子分析の結果は，文章による設問が

「英語・歴史」系であったのに対し，．絵による

設問は尺度外項目であった。問4は砂鉄の生成

に関する設問である。地理の履修経験との相関

が見られたが，因子分析の結果は尺度外項目で

あった。問5は日本の気侯に関する設問である
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表15テストB2第！閥一第5問の結果

正答率
因子分析結果 履修経験との相関のある科目全体　文系　理系

第亙問問1瞬 94％　　　97％密　　　92％ 国語・一般教養系 現国

第1問問1鱒 82％　　83％　　81％ 国語・一般教養系 古文．倫理、生物

第1問問1翻 48％　　　49％　　　46％ 英語・歴史系 政経

第丑問問2 62％　　　67％霧　　　55％ 英語・歴史系 世界史．生物

第1問問3 5丑％　　　58％曲　　　44％ 英語・歴史系 古文，倫理、臼本史、世界史、生物

第1問間4 30％　38％騰　23％ 尺度外項目 現国、日本史、世界史、生物

第2問問i鋤 46％　　　　40％　　　51％爵 数学・物理・化学系 数豆、微分・積分、確率・統計、地理．物理．化学

第2問問取b） 27％　　　27％　　　26％ 尺度外項目

第2問閥2 78％　　　　80％　　　　75％ 尺度外項目 倫理、臼本史、生物、地学

第2問問題文1 52％　　　57％密　　　47％ 英語・歴史系 目本史、地学

第2闇問31絵1 49％　　　55％歯　　43％ 尺度外項目 日本史、地学

第2問問4 53％　　　53％　　　52％ 尺度外項目 地理

第2闇問5 40％　　　39％　　　40％ 尺度外項目 英語、政経

第2問問6 35％　　　43％曹　　　27％ 英語・歴史系 臼本史、世界史

第2問問7 99％　　　　98％　　　99％ 尺度外項目

第3問問1 82％　　　　69％　　　96％爵 数学・物理・化学系 数1、数n、微分・積分、確率・統計、地理．物理．化学

第3問問2 53％　　　54％　　　51％ 尺度外項目 国語、古文

第3問問3 58％　　　64％歯　　51％ 英語・歴史系 国語、古文、日本史、世界史

第3間問4 60％　　　42％　　　78％歯 数学・物理・化学系 数玉．数∬．微分・積分、確率・統計．地理、物理．化学

第3問闇5 90％　　　　83％　　　98％禽 数学・物理・化学系 数∬．微分・積分、確率・統計．物理．化学

第3問問6 40％　　　44％　　　37％ 英語・歴史系 世界史

第4闇問1⑳ 56％　　　65％禽　　　48％ 国語・一般教養系 現国、古文、倫理．世界史

第4問問1（ロ） 84％　　85％　　82％ 国語・一般教養系 生物

第4問問1㊦ 99％　　　99％　　　99％ 国語・一般教養系 数置．英語

第4問闇翼⇒ 84％　　　85％　　　82％ 国語・一般教養系 古文、地理、世界史

第4閥問1⑱ 93％　　　93％　　　92％ 国語・一般教養系

第4闇問2 26％　　　33％曹　　　丑9％ 尺度外項目 現国、古文、臼本史、世界史、生物

第4閥問3b 77％　　　　76％　　　　78％ 尺度外項目 数∬

第4間問3c 89％　　　89％　　　90％ 国語・一般教養系

第4闇闇4 44％　　　36％　　　51％藷 数学・物理・化学系 英語．地理、物理、化学

第4問問5 30％　　　亙9％　　　42％爵 数学・物理・化学系 数X．微分・積分、確率・統計、地理．物理．化学

第4問問6 87％　　　　87％　　　　87％ 国語・一般教養系

第4問問7 35％　　　　33％　　　　37％ 尺度外項目

第4問問8 55％　　　　54％　　　　57％ 尺度外項目 臼本史

第5問問壇351 28％　　　　27％　　　29％ 生態系生化学

第5問闇班361 19％　　　　16％　　　22％ 生態系生化学 生物

第5闇闇玉1371 38％　　　33％　　　44％曲 生態系生化学 古文、化学、生物

第5問問2 24％　　　　19％　　　29％藷 尺度外項目 理科1、物理、化学
第5問闇3（φ 62％　　　　49％　　　75％歯 数学・物理・化学系 数亙、数∬、微分・積分、確率・統計，物理．化学

第5闇間3（b） 55％　　　44％　　　66％禽 数学・物理・化学系 微分・積分、物理、化学

第5問問4瞬1 46％　　　41％　　　50％ 数学・物理・化学系 化学

第5問間縄421 67％　　　61％　　　74％曲 数学・物理・化学系 微分・積分、確率・統計

第5問問5 37％　　　28％　　　46％歯 数学・物理・化学系 微分・積分、化学

第5問問6 73％　　　　76％　　　　71％ 国語・一般教養系 現国、古文、生物

＊3フイヅシヤーの直接法（両側仮説）、5％水準で有意に母集団平均値が高い
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が，正答率は鱒％とやや難しかった。科目の履

修経験との相関に意味のある解釈は難しく，因

子分析の結果も尺度外項目である。問6は砂鉄

の主な産地が中国地方であることを答えさせる

設問だが，正答率に文理差があり，文系が有意

に高かった。日本史，世界史の履修経験との相

関が見られた。因子分析の結果は「英語・歴

史」系であった。問7はリード文中の空所に

「自然」という単語を充当する設闇であるが，

ほとんどの被験者が正解（正答率鯵％）であっ
た。

尋．2．3　第3問（世界史一一鞠理〉

　第3問では，核分裂と兵器に関する2つのパ

ラグラフから成る約4⑪0字強のり一ド文に対

し，6つの独立の小問が与えられている。

　問豆はウランの原子核の陽子と中性子の数を

答えさせるもので，全体の正答率は82％と高

かった。特に，理系では正答率が妬％に達して

おり，文系に比べて有意に高かった。科目の履

修経験との相関は，理系の履修パターンを反映

したものであると考えられる。

　問2は第豆次世界大戦で用いられた兵器に関

する設問である。国語，古文の履修経験との相

関が見られたが，意昧のある解釈は難しい。因

子分析の結果は尺度外項目であった。問3は第

2次世界大戦後の核の脅威に関する設問であっ

た。正答率に文理差が見られ，文系の方が有意

に正答率が高かった。目本史，世界史の履修経

験との相関が見られた。因子分析の結果はr英

語・歴史」系であった。

　問4は質量とエネルギーとの関係式に関する

設問で，正答率の文理差が大きく，理系の正答

率が78％と高かった。問5は核の連鎖反応につ

いての設問で，全体として正答率勢％と非常に

高かった。特に理系では正答率盤％に達してい

た。・問4，問5の科目の履修経験との相関は，

理系の履修パター一ンを反映したものであろう。

　問6は歴史上の悲劇，虐殺に関する設問であ

るが，世界史の履修経験との関連が見られた。

因子分析の結果は「英語・歴史」系であった。

4．2．尋第轟問（国語一鞠理）

　第4問では，中原中也の詩からマグデブルグ

の半球に思いを巡らせた互，70◎字ほどの比較的

長いエヅセイをり一ド文として，呂つのr問」

としてB問の小問が与えられている。

　問且は文中に出てくる語の読みに漢字を当て

はめさせる設闇で，5闇出題されている。下線

（イ）の「詩集を繰って」という問題以外は易し

く，特に下線（ハ》の「大砲」は正答率囎％とほと

んどの被験者が正解した。下線（イ）の正答率には

文理差が見られ，文系の正答率が有意に高かっ

た。また，現国，吉文の履修経験との相関が見

られた。漢字の読みは，因子分析の結果，すべ

て「国語・一般教養系」に分類された。

　問2は中原中也の代表的詩集を問う文学史の

問題で，全体の正答率は26％と低かった。正答

率には文理差が見られ，文系の正答率が有意に

高かった。現国，古文の履修経験との相関が見

られたが，因子分析の結果は尺度外項目であっ

た。問3は文中の語句の意昧を問う設問で2問

出題されたが，いずれも正答率が高かった。因

子分析の結果，設問Gのrいかんせん」はr国

語・一般教養系」に分類されたが，設問わの

「いっぱしの」は尺度外項目であった。

　問4は圧力に関する計算問題で，全体の正答

率は44％とやや難しかった。正答率に文理差が

見られ，理系の正答率が有意に高かった。ま

た，物理の履修経験との相関が見られた。問5

はカの計算をする設問で，全体の正答率は3⑪％

と低く，正答率の文理差が大きかった。特に文

系の正答率は診％と低く，文系にとっては極め

て難しい設問であった。

　問6はリー一ド文の空所に接続詞を補充する問

題であるが，全体の正答率が87％とかなり易し

かった。科目の履修経験との相関は一切見られ

なかったが，因子分析の結果はr国語・一般教

養」系に分類された。

　問7は摩擦熱を計算する問題である。全体の

正答率は算％と低かった。正答率に文理差は見

られず，また，科目の履修経験との相関も見ら

れなかった。問8はリード文の一部の文意を問

う問題である。難しさは中程度，因子分析の結
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果は尺度外項目であった。日本史の履修経験と

の相関には，特別な意味は見出せない。

　解答所要時間の文理差について，小問単位の

データはないのであくまで推測であるが，理系

の正答率が高かったのは問4，問5の2つの設

問であった。したがって，理系の被験者は問

4，問5の解答により多くの時間を費やしたと

考えるのが適当であろう。

轟．2．5　第5問（化学一生物）

　第5問では生態系とそれを破壊する環境汚染

に関する勢◎字弱の長さの，オリジナルの文章

をリード文として，⑳問の小問が6つの「問」

の中に与えられている。

　問且では，生態系の物質循環についての図が

与えられた。化学反応式で示された反応が図中

のどの経路に当てはまるかを同定する問題が3

問与えられている。これらの設問の特徴は，他

の設問からは独立して且つの因子を構成してい

ることである。因子はr生態系生化学」と名づけ

られた。いずれも正答率は低く，解答番号1371

の設問のみに正答率の文理差が見られ，理系の

正答率が有意に高かった。また，解答番号
13司，解答番号1371の正答率は生物の履修経験と

の相関が見られた。これらの設問は，内容的に

生物分野に含まれるものと解釈できる。

　問2は酸性雨中の硫酸のモル濃度を求める設

問であるが，全体の正答率が24％とかなり難し

い設問であった。また，理系の正答率が文系よ

り有意に高く，化学の履修経験との相関も見ら

れたが，尺度外項目であった。問3は大理石，

金属の酸性雨に関する問題で2つの小問が与え

られている。設問紛は銅と希塩酸の化学反応式

・における～部の係数を求めるものであるが，正

答率に大きな文理差が見られ，理系の正答率が

有意に高かった。設問Φ）は炭酸カルシウムと炭

酸ナトリウムの性質に関する設問で，理系の正

答率が有意に高かった。いずれも化学の履修経

験との相関が見られた。問4はC窺以外の温室

効果ガスを選ぶ設問で，解答を2っ選択させる

ものである。いずれも理系の正答率が有意に高

かった。解答番号瞬1はCF2C且2の正解選択肢に

対応しているが，化学の履修経験との相関が見

られた。解答番号1421はC職の正解選択肢に対

応しているが，化学の履修経験との相関は見ら

れなかった。問4の2問は，いずれも「数学・

物理・化学」系に分類された．問5はフロンの

性質についての設問であるが，全体の正答率が

37％とやや難しく，理系の正答率が有意に高

かった。化学の履修経験との相関が見られ，

「数学㊧物理・化学」系に分類された。

　問6は汚染物質の生物濃縮に関する設問であ

るが，全体の正答率が73％とやや易しかった。

有意な差ではなかったが，文系の正答率が理系

を上回っていたことが特徴的である。生物の履

修経験との相関が見られ，因子分析の結果は

r国語・一般教養系」に分類された。

嬉．2．6　第6問（地理一数学）

　第6問では，「あるスポーツ競技の世界大会

におけるアジア予選」という設定で与えられた

短いリード文，地図，国別の統計データについ

て，小問7問が5っのr問」の中で与えられて
いる。アジア，特に中東地域を中心とした題材

が提示された。

　問1は地図中の国名に関して推測させる設問

で，中東地域5ヶ国の位置と国名が問題とな

る。難しさは中程度，地理の履修経験との相関

が見られ，因子分析の結果は「英語・歴史系」の

設問であった。問2は統計データと国名を対応

させる設問で，全体の正答率が雛％と高かっ

た。科目の履修経験との相関に解釈可能な意味

は見出せず，因子分析の結果も尺度外項目で

あった。問3では，3っのケースについて，確

率計算がそれぞれ且題ずつ与えられている。い

ずれも正答率が低く，やや難しい設問であっ

た。設問（旦）では正答率に文理差が見られず，科

目の履修経験との相関もなかった。設問（2），（3）

では理系の正答率が有意に高かった。数学関係

の科目の一部について履修経験との相関が見ら

れたが，確率・統計の履修経験とは相関がな

かった。設問（2），（3）は「数学・物理・化学」系

に分類された。問4は与えられた条件から上位

2チームを割り出す設問であったが，条件の中
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表憾テストB2第6問～第玉O問の結果

丑03

正答率
因子分析結果 履修経験との相関のある科目全体　文系　理系

第6問問1 66％　　　　67％　　　　65％ 英語・歴史系 地理

第6問問2 82％　　　　84％　　　　79％ 尺度外項目 現国、古文、英語

第6閥問3（1〉 43％　　　44％　　　41％ 尺度外項目

第6問問3（2〉 22％　　　　亙8％　　　26％脅 数学・物理・化学系 数1、数H．微分・積分．物理、化学

第6問闇3（3〉 31％　　26％　36％禽 数学・物理・化学系 微分・積分、物理、化学

第6問問4 61％　　　57％　　　64％ 数学・物理・化学系 微分・積分、確率・統計、化学

第6問問5 35％　　36％　　34％ 尺度外項目

第7問問班ア1 60％　　　　61％　　　　59％ 英語・歴史系 古文、数豆．政経、生物

第7問闇1醐 56％　　56％　　56％ 英語・歴史系 現国．古文、世界史

第7問問1幽 33％　　37％　　28％ 尺度外項目 現国、古文、現代社会、政経、世界史、地学

第7問問1腕 61％　　　　65％　　　　57％ 英語・歴史系 現国、古文、政経、目本史、世界史

第7問闇2瞬 85％　　　84％　　　86％ 尺度外項目 現国、古文、現代社会、世界史

第7問問2闘 37％　　　36％　　　37％ 英語・歴史系 現国、数1、数∬、地理．世界史

第7問問2同 45％　　　49％　　　42％ 英語・歴史系 現国、古文、数1、数∬、英語、日本史、世界史、地学

第7闇問2瞬 43％　　　　25％　　　6豆％禽 数学・物理・化学系 数1．数H、微分・積分、確率・統計．地理、物理．化学

第7問問2隅 69％　　　　52％　　　85％禽 数学・物理・化学系 数1．数鳳微分・積分、確率・統計、物理、化学

第7問問2潤 55％　　　31％　　　80％爵 数学・物理・化学系 数∬．微分・積分、確率・統計．地理、物理、化学

第7問問3 61％　　61％　　60％ 英語・歴史系 現国、古文、数亙．数H．倫理、政経、地理、世界史、地学

第7闇問4 23％　　　28％脅　　　且8％ 尺度外項目

第8問問｝ 64％　　　　59％　　　70％魯 数学・物理・化学系 数豆、微分・積分、確率・統計、地理

第8問問2 41％　　　41％　　　41％ 尺度外項目 現国．古文．地理

第8問問3 18％　　　　丑0％　　　27％禽 数学・物理・化学系 古文．数亙、数猛、微分・積分、確率・統計．物理、化学

第9問問1翻 48％　55％禽　4豆％ 英語・歴史系 世界史

第9聞問1鵬 49％　　　53％　　　46％ 尺度外項目 臼本史、地学

第9問闇1幽 59％　　　　6i％　　　　57％ 尺度外項目 世界史

第9問問2 90％　　　　92％　　　　89％ 国語・～般教養系 日本史

第9問問3 78％　　　　80％　　　　75％ 国語・一般教養系，

第9聞問4 56％　　58％　　54％ 尺度外項目

第9問問5 71％　　　　71％　　　　7豆％ 国語・・一般教養系

第10問問1、 29％　　　　3（）％　　　　27％ 尺度外項目 確率・統計

第鱒問問2農 go％　96％魯　85％ 国語・一般教養系 現国、古文、世界史、生物

第IO問闇2c 79％　　　　80％　　　　78％ 国語・一般教養系

第10問問3 75％　　　　78％　　　　72％ 国語・一般教養系 地理

第10問問4 且5％　　11％　　豆8％索 尺度外項目

第麺問闇5 79％　　　86％歯　　　73％ 国語・一般教養系 古文、日本史、世界史、生物

第⑳問問6 19％　　　　22％　　　　16％ 尺度外項目 世界史、生物

＊εフィッシャーの直接法（両側仮説〉、5％水準で有意に母集団平均値が高い
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に統計データの解読が一部含まれていた。全体

の正答率は6旦％と中程度であった。地理の履修

一経験との相関は見られず，確率・統計の履修経

験との相関が見られた。因子分析の結果は，

　「数学・物理・化学」系であった。問5は西ア

ジアの国々についての設問で，全体の正答率が

35％と低かった。科目の履修経験との相関はな

く，因子分析の結果も尺度外項目であった。

4．2．7第7問（英語一一鞠理）

　第7問では物質の落下現象とその歴史的理解

について述べた3鈴語ほどの長さの英文がり一

ド文として用いられている。それに関連して，

鷺問の小問が4つのr問」として与えられてい
る。

　間1では，英文の空所に適切な単語を補充す

る問題が4間与えられた。典型的な英語の問題

である。空欄幽の正答率が低かった以外は中程

度の難しさの設問であった。正答率に有意な文

理差が見られた設問はなかったが，主に文系諸

科目の履修経験との関連が見られるのが目をひ

く。ただし，英語はほとんどが受験勉強まで経

験しているため履修経験の個人差が小さく，い

ずれの設問とも相関がなかった。空欄晦の設問

が尺度外項目となったのを例外として，因子分

析の結果はいずれもr歴史・英語」系に分類さ

れた。

　問2もり一ド文の空欄への適語補充が6問だ

が，問丑とは問題内容の傾向が異なっている。

空欄瞬は英文の文意からr重力」という意味の英

単語を答えさせる設問だが，全体の正答率が

邸％とかなり易しかった。空欄糊はアリストテ

レスの名を英語で答えさせるものだが，空欄圖

の設問とは対照的に，全体の正答率が33％と低

かった。世界史の履修経験との相関が見られ

た。空欄1嬉まアリストテレスの物理学が支配し

ていた時期の年数を概数で答えさせる設問であ

るが，世界史など多数の科目の履修経験との相

関が見られた。空欄闘，団の設問は，「英語・

歴史」系に分類された。

　空欄圏は重力加速度にっいての設問である。

単に数値を補充するだけの闇題であったが，正

答率の文理差が大きく，文系にとって非常に難

しい設問であρた。空欄1㊤1は物体の落下法則の

式を答えさせるもので，やはり正答率の文理差

が非常に大きく，理系にとっては正答率邸％と

かなり易しい設問であった。空欄1瑚は物体の落

下速度の文字式を答えさせるもので，文理差が

著しく大きかった。これらの3問には物理を始

めとする理系諸科目との相関が見られ，理系の

履修パターンを反映した結果となった，

　問3は英文の書き換えの問題で，中程度の難

しさであった。多数の科目の履修経験との相関

が見られたが，意味のある解釈は困難である。

問4は本文の内容に合致しない英文を選択させ

る問題で，全体の正答率23％とかなり難しかっ

た。正答率に文理差が見られ，文系の正答率が

有意に高かった。科目の履修経験との相関は見

られず，因子分析の結果も尺度外項目であっ
た。

尋．2．婁　第8問（数学一地学臨然地理D

　第窓問では湖の地図，隣接する都市のハイ

サーグラフ，湖の月別水収支，および，湖の大

きさ等に関する資料が与えられ，それについて

の問が3問与えられている。なお，オリジナル

の問題では引き続いて3問の小問が出題されて

いたが，モニター調査の時間の関係で割愛し
た。

　問且では，ハイサーグラフを読み取って，湖

への月毎の水の流入量を表すグラフを選択する

設問であった。正答率に文理差が見られ，理系

の正答率が有意に高かった。また，数学関連の

科目，および，地理の履修経験との相関が見ら

れた。因子分析の結果は「数学・物理・化学」

系の設問であった。問2では，問1の答を受け

て湖の水収支に関して不適切な記述を選択する

設問であったが，全体の正答率が4且％とやや難

しかった。地理の履修経験との相関が見られ

た。因子分析の結果は尺度外項目であった。

　問3は湖の流出口に計画されているダムの建

設後における水位の変化を表す積分式をつくる

設問であった。全体の正答率が罵％と著しく難

しかった。特に，文系では正答率が脚％と非常
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に低かった。科目の履修経験との相関は，理系

の履修パターンを反映したと見られる。古文の

履修経験との相関は偶然の結果であろう。

4．2．9第9問（国語一英語）

　第曾問は，ストーり一マンガの一部をリード

文の題材としたユニークな形式のものである。

最初に，問題に用いる場面に至るまでのあらす

じが盈，2◎◎字ほどの長さの文章として与えら

れ，次にセリフを英語に変えたマンガ豆ページ

分が英語の問題の題材として提示された。英語

の設問は会話の空所補充が3問である。

　さらに，それに続くストーリーが5⑪O字ほど

の文章にまとめられて提示され，それに続く3

ぺ一ジ分のマンガが国語の問題の題材として与

えられた。国語の設問は4問であった。なお，

国語の闇題文の部分は縦書きで提示された。

　問且では英語のセリフにおいて一文を補充す

る問題が3題与えられた。いずれも全体の正答

率が勢～6◎％と中程度であった。空欄職の設問

の正答率に文理差が見られ，文系の正答率が有

意に高かった。因子分析の結果，空欄幽のみが

r英語・歴史」系に分類されたが，残りは尺度

外項目となった。科目の履修経験との相関にっ

いては，意味のある解釈は難しい。以上の3問

が英語の問題である。

　問2からは国語の問題である。問2は日本語

のセリフの空所に適切なフレーズを補充する問

題で，正答率が勢％と高かった。因子分析では

r国語・一般教養」系に分類されたが，日本史

の履修経験との相関の解釈は困難である。問3

はセリフの指示対象を答えさせる設問で，全体

の正答率が鴛％とやや易しかった。因子分析の

結果は「国語・一般教養」系に分類された。問

4は場面の解釈問題であるが，全体の正答率が

56％と中程度の難しさであった。因子分析の結

果は尺度外項目であった。問5も場面の解釈問

題であり，全体の正答率が7豆％とやや易しめの

設問であった。因子分析の結果は「国語・プ般

教養」系に分類された。なお，問3～問5の3

問は高校時代の科目の履修経験とは，全く相関

が見られなかった。

尋．2。鵠第鴛問（国語一生鞠》

　第置0問は，り一ド文にr蜂」をテーマとし

た勢⑪字弱ほどの長さの古文を用いたものであ

る。第璽問の国語の設問部分と同様に，縦書き

で出題された。7問の小問が6つの「問」の形

式で与えられている。

　問旦は本文にタイトルをつける設問であり，

本文の内容理解を端的に問う設問であるが，全

体の正答率は簿％と低かった。因子分析の結果

は尺度外項目，確率・統計の履修経験との相関

は偶然としか言いようがない。問2は本文中の

語句の解釈が2題で，2題とも比較的易しい問

題であった。特に，傍線部麗の設問は文系の正

答率が％％にも達し，理系の正答率との間に有

意差が見られた。また，古文の履修経験との相

関も見られた。因子分析の結果は「国語・一般

教養」系に分類された。問3は本文中の語句の

空所補充で，全体での正答率が75％とやや易し

かった。地理の履修経験との相関の解釈は困難

である。因子分析の結果は「国語・一般教養」

系に分類された。

　問4はハチの核相に関する設問で，全体の正

答率が豆5％と非常に低かづた。正答率には文理

差があり，文系の正答率が有意に低かった。高

校時代の科目の履修経験との相関はなく，因子

分析の結果は尺度外項目であった。問5は鳥の

夢俘化後の刷り込み行動に関する設問であるが，

全体としての正答率はか％と易しかった。注目

に値するのは正答率に関する文系・理系の有意

差である。文系の方が理系に比ぺて有意に正答

率が高かった。科目の履修経験としては，生物

のほかに古文，世界史，日本史といった科目の

履修経験との相関が見られた。なぜ文系の方が

有利な問題となったのかの理由は不明である。

因子分析の結果は，「国語・一般教養」系と

なった。問6はミツバチのダンスに関する設問

で，．正答率は鯵％と低かった。生物の履修経験

との相関が見られた。因子分析の結果は尺度外

項目であった。
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5考察

　大学入試で出題されるテスト問題は，現在の

我が国の教育において非常に重要な位置を占め

ている。その理由の第互は，それによって選抜

や評価が行われ，若者の将来に深く関わる決定

が成されるということである。さらに，そのこ

との遡及効果として，既出の入試問題を解くこ

とが高校以下の教育の営みにおいて重要な活動

になっているということも見落とすことができ

ない。教育に与える影響を考えると，テスト問

題作成の技術は充分研究に値するテーマである

し，「良いテスト」，「良問」とは何か，という

問いは研究上も実際の教育場面においても大切

な論点である。

　一方，丑つ丑つの設問の作題意図とその効果

が必ずしも完全に一致するとは限らない。特

に，本研究のような新しいタイプのテスト作成

の試みにおいては，個々の設問の機能を様々な

統計的な指標に基づいて分析することは極めて

重要だと考えちれる。本研究の分析結果の細部

に直って有意義な解説を加えることは困難であ

るが，少なくとも本研究の結果の一部分から，

以下のような課題が浮き彫りになってきたと思

われる。

　最初に挙げられるのは，総合問題としての構

成の難しさである。たとえリード文がどれほど

凝った作りになっていたとしても，最終的にテ

ストとしての良し悪しを決めるのは小問，設問

レベルの出来，不出来である。また，全体とし

ての問題構成のバランスはさらに重要である。’

　「テスト麟」，「テストB2」で因子の内容が

食い違っていたのは，ひとえに設問レベルでの

傾向の違いに有ったことに改めて気づかされ

る。例えば，「テスト麟」では，第8問におけ

る地学分野関連の問題数の多さが「生物・地

学・化学」系という因子の形成に深く関わって

いたことが示唆された。また，rテストB勿の

「英語・歴史」系の因子は，第7問の英語によ

る歴史系の設問を媒介にして，英語問題と歴史

問題が合わさって構成されていたことが分か

る。本研究のデータが因子分析モデルからの逸

脱しているのではないか，ということも確かに

技術的な問題ではあるが，むしろ，テストの設

問内容をどのようにしてバランスよく構成する

か，ということが総合問題作成のカギになって

くるであろう。本研究では，個々の問題作成は

作題ペアに任されており．，全体としての問題内

容のバランスを作題時点で調整することはほと

んどなかった。テスト冊子編集の時点で大問の

組合せを考えたが，結果的に内容的な偏りが生

じたことは否めない。この点の示唆は実際の選

抜におけるテスト作成にとって，大切な教訓で

あると考えられる。因子分析や科目の履修経験

との相関を見ても，個々の設問が何故そのよう

な結果になったのか，事後に解釈するのも難し

いケースが多い。まして，設問の内容的な意味

を予めコントロールするのは，現在では技術的

にほぼ不可能と言わざるを得ない。・したがっ

て，測定の意図とその対象について作題前に充

分吟味し，バランスの良い設問構成に神経を使

うことは極めて重要なことである。複数の作題

者が協力して夏つのテストを作る場合，作題者

の組織をどのようにすぺきか，どのような協力

関係が望ましいのか1といったことは，今後，

研究されてしかるぺき課題であろう。

　最後に，個々の設問の分析によって，高校以

下の教育内容が非常に細分化されているという

実態が垣問見られたことを指摘しておきたい。

例えば，物理に関わるような内容の設問は，そ

れが極めて基礎的な問題であっても，文系の被

験者にとっては極めて難しい問題となってい

た。理由は簡単である。物理をしっかり勉強し

た経験がないからである。「履修経験に関する

アンケート」の「物理」系の各科目について，

全てr全く履修していない」，あるいは，r授業

は受けたが特別の勉強はしなかった」と回答し

た文系の被験者は，第且回のモニター調査で

駈％，第2回調査でお％に上る。ちなみに理系

では，それぞれ∬％，豆2％に過ぎない。

　文系的な問題について物理ほどの顕著な例をも

挙げるのは難しいが，糞記に類する例はある。

例えば，デカルトの合理論とベーコンの経験論

の区別に関する問題の正答率が，2蓋％と非常に

低かったことが挙げられる。科目としては「倫

理」の分野の問題であるが，倫理の履修経験は
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文系・理系を問わず乏しく，第且回調査で

82％，第2回調査で駈％の被験者が全く履修し

ていない」，あるいは，r授業は受けたが特別の

勉強はしなかった」と回答している。もちろ

ん，授業時間の総数が削減傾向にあり，新しい

科目が登場する中で，全ての事項を満足するよ

うに学習させることは極めて困難であろう。し

かしながら，本研究のモニタ～の被験者は，難

しい大学入試を突破した学力の高い層である。

彼らが，極々基本的な事項に関する知識，教

養，すなわちrものの考え方」を，自分たち自

身の問で，また，前の世代と共有していないと

いう事態は，社会の将来像に対する心もとなさ

を感じさせる。彼らの世代が社会的責任を負う

立場になったとき，コミュニケーションに重大

な齪齪をきたすのではないか，という想像が単

なる杞憂に過ぎないことを望みたい。

潅騰

L教科科目複合型サブプロジェクトは第豆著

　者が統括責任を負い，プロジェクト全体に

　対しては第2著者が責任を負った。

2竃表互，表2は倉元（200豆）の表3，表4に基

　づく。

33当該項目に無回答のものは，原則として
　　「履修せず」と見なした。

文　　献

中央教育審議会（夏囎勢，初等中等教育と高等教

　育との接続の改善について（答申〉

大学入試センター研究開発部（聾98》．総合試験

　に関する研究会発表論文内容のまとめ平成8～

　⑳年度「大学の各専門分野への適性の評価を

　目的とする総合試験のあり方に関する共同研

　究」中問報告書

大学入試センター研究開発部（診9多）．総合試験

　モニター調査テスト問題集　平成騒～紛年度

　「大学の各専門分野への適性の評価を目的と

　する総合試験のあり方に関する共同研究」最

　終報告書別冊

倉元直樹（200豆）．大学入試における共通試験の

　方法論的研究　一教科科目複合型総合試験の

　構造一，行動計量学，27（印刷中）．

平直樹（亘勢9）．教科科目複合型総合試験モニ

　ター調査（テストB〉の分析，大学入試セン

　ター研究開発部編　平成8～豊0年度「大学の

　各専門分野への適性の評価を目的とする総合

　試験のあり方に関する共同研究」最終報告
　書，7且一勢．
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